
地域学部

【担当】代表者：村田周祐（地域学部地域学科地域創造コース）

【活動概要】
鳥取県東部を舞台として、地域で活躍する農家・林家・漁家

と鳥取大生の協働によって、アンダーユースとなった海・山・
野の再資源化を目指す地域共創実学教育です。
具体的には、鳥取県東部の「耕作放棄地」「間伐遅れの山」

「放棄漁場」を再び糧とする営みに、地域学部地域創造コース
の学生らが身体を伴って参画します。そして、現場が直面する
具体的な課題を身体で体感したうえで、学生らが現場と共に悩
んで問題解決の道を模索するためのワークショップを実施して
います。
本授業の特徴は、第一産業（農業・林業・水産業のすべて）

を通じて、自然と共にあろうとする人々との協働するなかで、
「人と自然の関係」を学ぶ授業形態にあります。アンダーユー
スという現代的な地域課題の最前線で模索する人々との身体ベ
ースの協働から、「持続性」の理念を再考する「学びの場」を
創出しています。

自然の「過少利用問題」解決を目指す
地域共創実学教育

✐教育

地域学部

【担当】代表者：山下博樹（地域学部地域学科地域創造コース）

【活動概要】
地球温暖化への対応から低炭素社会への転換が求められ、コ

ンパクトシティなど脱クルマ依存型の都市形態がよく知られる
ようになりました。他方で多くの都市がモータリゼーションに
対応した都市構造となっている地方圏の現状では、それだけで
は住みよい都市にはなり得ません。リバブルシティは、欧米で
はポピュラーな望ましい都市の概念で、インフラ整備による生
活利便性のほか、経済基盤や治安、教育など多様な評価観点を
もつ点に特徴があります。本研究では生活利便性に優れた大都
市型の都市タイプだけでなく、それとは異なる住民の生活満足
度の高い多様な都市の在り方などを、国内外の事例を比較検討
することを目的としています。
他方で21世紀は、途上国の人口増加にともないこれまで人間

活動が低調であった地域でも都市開発が活発化し、砂漠など乾
燥地での開発が進んでいます。こうしたサブ・アネクメーネで
の開発は環境負荷が大きく、持続可能性が低いなど多くの課題
があります。かかる地域での都市開発の動向や課題についても
視野を広げ、研究に取り組み教育に還元しています。

都市再生論
持続可能で住みよい都市の在り方に関する国際比較研究

✐教育・研究



地域学部

【担当】代表者：竹川俊夫（地域学部地域学科地域創造コース）

【活動概要】
地域学部地域学科地域創造コースの専門科目である「社会福祉」「福祉行財政」「地域福祉」「地域包括ケ

ア論」について、1年次必修科目である「社会福祉」では、少子高齢化や世帯構造、就業構造、地域構造等の
社会変化をふまえながら、貧困をはじめとする様々な生活リスクに対応する社会保障・社会福祉の制度概要や
基本理念、発展の歴史、行財政の仕組み等について基礎的な学びを提供します。
2年次選択科目である「福祉行財政」では、自治体が主体とする社会福祉の制度政策やサービスの側面を中

心に講義を行い、前半の総論では社会福祉の行財政のあり方や政策理論について理解を深めるとともに、後半
の各論では、生活保護や生活困窮者自立支援制度を中心に社会的排除の現状と克服に向けた対策や、介護保険
制度を中心とする高齢者保健福祉サービスを通じた高齢者の生活支援の現状と課題等について学びます。
2年次選択科目である「地域福祉」では、地域住民やボランティアが主体となって地域を基盤に自主的に取

り組まれる福祉活動にスポットを当て、ノーマライゼーションやソーシャル・インクルージョンの理念をふま
えながら、住民が福祉活動に主体的に参加する意義や参加促進に向けた各地の取り組みを学びます。さらに、
住民参加を支援する専門機関としての社会福祉協議会の役割について学びながら、持続可能な福祉のまちづく
りの現状と課題について理解を深めます。
3年次選択科目である「地域包括ケア論」では、これまでの学びを発展させて、福祉・医療専門職による在

宅ケアの現状や、専門職間の連携体制づくりや専門職によるフォーマルケアと地域住民によるインフォーマル
サポートとの連携による包括的支援体制づくりについて理解を深めるとともに、「地域共生社会」の実現に向
けた地域包括ケアシステムづくりの課題と展望について学びます。

社会福祉 福祉行財政 地域福祉 地域包括ケア論

✐教育

地域学部

【担当】代表者：高橋健司（地域学部地域学科人間形成コース）

【活動概要】
山陰では、「一式飾り」と呼ばれるユニークな民俗芸能が、江

戸時代後期より受け継がれています。これは地域の祭りにおいて、
地区ごとに生活用品一式を、話題の人物や干支の動物などに巧み
に見立てて飾り、作品の出来栄えを競い合うもので、地域の暮ら
しを彩る貴重な生活文化です。ところが、近年の急速な人口減少
に伴い、伝統文化の担い手が減り続け、伝統の継承が大きな課題
となっています。こうした状況に対し、研究室では2011年より毎
年地域と連携してフィールドワークを実施し、地域の方から伝統
の技を学ぶなどして「一式飾り」の価値を見直す研究に取り組み、
さらに2014年からは「一式飾り」が伝わる鳥取県南部町の小学校
において、次世代を担う地域の子どもたちに伝統の価値を伝える
学習を研究開発して実践する活動に取り組み、地域の伝統文化を
受け継ぐ人材の育成を目ざしています。

地域の伝統文化を受け継ぐ人材の育成
―地域と連携した山陰の「一式飾り」の継承の取り組み―

✐教育



地域学部

【担当】代表者：竹川俊夫（地域学部地域学科地域創造コース）

【活動概要】
鳥取県八頭町では、2012年に策定された第1次「八頭町地域福

祉計画」によって、住民が地区を単位に自主的に福祉活動や防
災・まちづくりに取り組む「まちづくり委員会」の設立が提起さ
れ、2019年10月現在、14地区中10地区まで組織化が進むととも
に、高齢者の介護予防活動（100歳体操）や地域交流活動（まち
づくりカフェ）を中心に様々な福祉活動が実施されています。
現在八頭町は2018年6月に策定された第2次計画（八頭町社協

との協働による「八頭町地域福祉推進計画」）に基づき、まちづ
くり委員会の機能強化を通じて地域包括ケアシステムづくりや地
域共生社会の実現に取り組んでいますが、そのためにはより多く
の住民の参加と協力が必要です。本研究は、そうした課題に応え
るべく、住民が「我が事」としてまちづくり委員会の活動に参加
し、地域の様々な団体と福祉専門機関が「丸ごと」つながるため
の学びの場づくりと、それを通じたまちづくり委員会のさらなる
発展や八頭町全体での包括的支援体制の構築に向けた方策を実
践・研究するものです。

鳥取県八頭町との連携による
地域共生社会の実現に向けた地域を基盤とする住民主体の福祉活動推進

基礎組織づくりや福祉の学び場づくりに関する研究

✐研究

地域学部

【担当】代表者：稲津秀樹（地域学部地域学科地域創造コース）

【活動概要】
「多文化共生社会論」は地域学部地域学科の選択科目であり、主に人文・社

会科学の知識と市民社会の実践知から、多文化化・多民族化する現代社会にお
ける「共生の条件」を探ることを目的としています。２０２１年度は、「『多
元主義』の時代の差別的な日常ー『社会的分断』のつくられ方を問いなおす」
をテーマとして、多様性が称賛されながらも、ヘイトスピーチ等、なおも根絶
されない差別・排除があるという、パラドキシカルな状況に着目した講義を展
開しました。講義では、被差別部落／ホームレス／障害／性暴力／LGBTs／移
民・難民／原発避難等をめぐる現場のリアリティに学びながら、「われわれ」
と「彼・彼女ら」のあいだに社会的分断が生み出される論理と構造を捉えてい
きます。その上で、学外ゲストによる講義の機会も設け、社会的分断を生きる
当事者やその支援者が生み出す実践知に学びながら、オルタナティブな社会を
構想するための批判的想像力の重要性について議論しました。
このように私たちの帰属する地域社会（まち）を社会的分断の生じる現場と

してのみならず、多様な背景を有する他者とのつながりの下にある現場として
も再発見することで、受講生ひとりひとりにとって等身大の「共生の条件」を
つかめるようになることが、この講義の目指すところです。

多文化共生社会論
「社会的分断」の論理と構造を知り、「共生の条件」を探る

✐教育



地域学部

【担当】代表者：柳静我、岸本覚、アレクサンダー・ギンナン
（地域学部地域学科国際地域文化コース）

【活動概要】
鳥取大学地域学部では「東アジアプロジェクト」を進めています。海外で言葉や生活習慣を高い壁と感じ

ないで一歩を踏み出せる人、必要な知識と言語、現地感覚を備えた人を育成するためです。提供しているの
は、中国（厦門大学）・台湾（高雄師範大学）・韓国（梨花女子大学校、慶煕大学校）の学生を迎えるプロ
グラムと、海外プログラム（中国、韓国、台湾）です。１週間から10日間で、言葉を学び地域調査をします。
また、地域学部では勉強会で留学生と言語を教え合っています。互いにサポートし合ううちに、「中国文

化」「韓国文化」といった捉え方をしなくなり、「東アジア」が仲間の顔の見える、生きた世界になってい
くのです。

東アジアプロジェクト

✐教育

地域学部

【担当】鳥取大学地域学部地域学科人間形成コース・
教員養成センター

地域調査プロジェクト（人間形成コース2年次演習・実習系科目）

✐教育

⮚ 移行対象の有無による赤ちゃんの心理状態の変化について （発達福祉）

⮚ 母子生活支援施設学習支援・学童保育プロジェクト
⮚ マスクの印象 (発達福祉）

⮚ 特別支援・障害者問題 （発達福祉）

⮚ Study and Research Paths of university freshmen （学習デザイン）
⮚ 小学校英語教育 (学習デザイン)
⮚ 小学校免許取得希望学生の理科指導改善に向けた予備的調査 (学習デザイン)
⮚ 子どもの音楽イベント （学習デザイン）
⮚ 歩こう！鳥大生！ウォーキングマップ （学習デザイン）

※２０２１年度
のプロジェクト

⮚ 在日朝鮮人と地域社会（地域と教育）
⮚ 「居場所」としての図書館 （地域と教育）
⮚ 地域共生社会について（地域と教育）
⮚ 気候変動と心理学（地域と教育）
⮚ 郷土玩具について（地域と教育）


